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Ａ．研究目的 

超高齢社会の進展に伴い、医療機関には、高齢者や認知症の人を含む多様な利用者が、

安心して円滑に医療サービスを受けられる環境を整備することが求められている。こうし

た環境を実現するためには、診療やケアの質のみならず、院内の移動のしやすさ、情報の

わかりやすさ、職員の接遇、コミュニケーション、設備・備品の使いやすさ、さらには新

たな技術の活用を含め、病院全体を利用者の視点から総合的に見直す必要がある。 

本研究では、看護部、リハビリテーション科、ロボット臨床評価研究室等の関連部門が

連携し、高齢者にやさしい病院（Age-friendly Hospital：AFH）の実現に向けたコンセプ

トおよび評価項目を整理するとともに、当センターにおける具体的な課題を把握し、改善

策の開発および有用性の検証を行うことを目的とする。 
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具体的には、国内外の文献および既存の報告をもとに、AFH に求められる構成要素を抽

出・統合し、医療提供、ケア環境、コミュニケーション、アクセス、サービス提供体制等

を含む実務的な枠組みとして体系化する。あわせて、病院利用者から寄せられた意見や、

職員による道迷い者への対応状況等を分析し、高齢者を含む利用者が院内で感じる「利用

しにくさ」や、移動上の課題を明らかにする。 

さらに、把握された課題を踏まえ、高齢者や認知症の人にもわかりやすいフロアガイド

の作成・配布、サインやレイアウトの改善、職員を対象とした接遇研修プログラムの効果

検証を行う。また、病院フロアに案内ロボットを導入し、来院者を目的地まで円滑かつ安

全に案内できるか、来院者とのコミュニケーションを通じて待ち時間に対する負担感の軽

減や来院時の体験向上に寄与するかを検証する。 

これらの取り組みを通じて、当センターにおけるAFHの実装可能性を検討するとともに、

課題の把握、改善策の実施、効果検証からなる継続的な改善の基盤を構築する。さらに、

本研究で得られた知見を、他の医療機関におけるAFH推進に活用可能な資料として提示し、

将来的には福祉施設、商業施設、公共施設、交通機関等を含む地域社会全体の高齢者・認

知症フレンドリーな環境整備に資することを目指す。 

 

 

 

Ｂ．研究方法 

本研究では、高齢者にやさしい病院（Age-friendly Hospital：AFH）の実現に向け、文

献レビューによるコンセプトの整理、院内環境の課題把握と改善、接遇研修の効果検証、

案内ロボットの実証を行った。 

AFH のコンセプト整理では、世界保健機関（WHO）および日本老年医学会が公表した

資料を基盤文献とし、PubMed、Google Scholar 等を用いて関連文献を追加収集した。抽

出した構成要素について、研究者および作業療法士が KJ 法を用いて類似概念の統合、表現
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の簡約化、抽象度の調整を行い、システム、管理運営、環境、サービス等の観点から体系

的に整理した。 

院内環境の課題把握と改善では、職員を対象として、道迷い者への対応経験や業務への

影響に関する無記名質問紙調査を実施した。また、病院利用者から寄せられた投書を分析

し、構造面および接遇面に関する課題を抽出した。これらの結果を踏まえ、道迷いが生じ

やすい場所を重点的に掲載したフロアガイドを作成・配布し、利用者アンケートにより、

視認性、可読性、理解性、利便性等を評価した。 

接遇研修については、2024 年度に実施した研修の受講者を対象として、受講後の行動変

化や今後の研修内容に関する要望を無記名質問紙調査により把握した。その結果をもとに

研修内容を改善し、視覚、聴力、認知機能の低下がある利用者への対応に関する自己効力

感等を研修前後で比較した。 

案内ロボットの実証では、病院フロア内に案内ロボット（temi）を導入し、研究員が付

き添って安全性を確認しながら運用した。院内地図の作成、動作確認、移動速度や来院者

との距離の調整を行った上で、案内を受けた来院者やロボットに関心を示した来院者を対

象としてアンケートを実施し、案内業務やコミュニケーションに関する意見を収集した。 

 

（倫理面への配慮） 

各調査および実証の内容に応じて、倫理・利益相反委員会の承認または倫理相談を経て

実施した。質問紙は無記名とし、研究参加の自由意思を尊重するとともに、個人が特定さ

れないようデータを適切に管理した。 

 

Ｃ．研究結果 

AFH のコンセプト整理では、PubMed、Google Scholar 等による文献検索および基盤文

献の検討を行い、対象文献を選定した。WHO Toolkit に基づく一次整理では、AFH に関連

する構成要素は、システム、管理・運営、環境デザイン、サービスの 4 領域に整理された。

さらに、採用文献の内容分析および KJ 法による質的統合を行った結果、高齢者にやさしい

病院の構成要素として、10 のドメインと 61 の下位項目が抽出された。10 のドメインは、

老年学的教育・研修、老年医学的予防アプローチ、病院ポリシー、協働体制、ハイリスク

高齢者支援、病院システム、ユニバーサルデザイン、高齢者にやさしいデザイン、地域移

行支援、老年医学的評価・介入であった。これらはさらに、評価・介入、病院ポリシー、

多職種協働体制、病院システム、教育・研修、地域移行支援からなる 6 つの共通ドメイン

と、ハイリスク高齢者支援、施設設計、ユニバーサルデザイン、予防アプローチからなる 4

つの限定ドメインに整理された。 

院内環境に関する調査では、職員および委託先職員を対象とした質問紙調査において 300

名から有効回答を得た。第一診療棟 B1 階ロビーおよび 1 階で道迷い者に対応した経験があ

る職員は 88％であり、対応場所は 1 階病棟・職員エレベーター周辺が最も多かった。道迷
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い者の目的地は、病棟、玄関・受付・会計、売店が多く、対応経験のある職員の 31％が週

1 回以上対応していた。また、約 18％の職員が、道迷い者への対応による業務上の支障を

経験していた。利用者からの投書分析では、79 枚の投書から 90 件の意見を分析し、受付周

辺の通行しにくさや駐車場階段の手すり不足など、構造面および接遇面に関する課題が抽

出された。 

これらの結果を踏まえ、B1 階および 1 階を中心とした院内フロアガイドを作成した。フ

ロアガイドは B4 判、両面カラー、三つ折り形式とし、棟間の連絡通路、診療棟ごとの色分

け、エレベーターの行き先、院内表示に対応した場所の呼称等を掲載した。利用者評価で

は 650 部を配布し、81 件の回答を得た。視認性、可読性、理解性、利便性について、6 割

から8割程度の回答者が肯定的に評価し、肯定的評価の割合は、視認性69.1％、可読性77.8％、

理解性 62.9％、利便性 69.1％であった。一方で、80 歳代の理解性や視認性、60 歳代の利

便性、付き添い者の理解性では、肯定的評価が相対的に低く、今後の改善点が示された。 

接遇研修に関する調査では、2024 年度研修受講者のうち 51 名から回答を得た。視覚、

聴力、認知機能に配慮した対応・接遇について、多くの受講者が実際の場面で実践できて

いることが確認された。また、精神行動症状への対応や、具体的な場面を想定した接遇な

ど、より実践的な研修内容を求める意見が得られた。これを踏まえ、2026 年 3 月に、認知

機能低下の体験方法や具体的な説明場面を想定した内容を追加した研修を職員 26名に実施

した。研修前後の比較では、視力低下、聴力低下、認知機能低下のある利用者への対応に

関する自己効力感がいずれも向上した。研修のわかりやすさ、患者への有用性、体験学習

の継続的導入の必要性、研修全体の満足度についても、全体として高い肯定的評価が得ら

れた。 

案内ロボットの実証では、安全面の検討を踏まえ、来院者の密集が少ない 1 階エレベー

タホールおよび第 2 研究棟 1 階周辺を中心に実施した。5 日間、計 24 時間の試験的運用を

行い、案内ロボットは病院スタッフに代わって約 83 分間の案内業務を担った。移動速度に

ついては、高齢者の案内には「ゆっくり」の速度が適している一方、付き添い者などには

遅すぎる場合があり、利用者に応じた速度調整の必要性が示された。実証期間中、来院者

および職員を含む計 113 名が案内ロボットと何らかのインタラクションを行った。アンケ

ートでは、待ち時間の体感短縮や次回の来院意欲向上について、80％以上の組から肯定的

評価が得られた。一方で、医療従事者の負担軽減については、病院スタッフへのアンケー

トを実施していないため、十分な確認には至らなかった。 

 

Ｄ．考察と結論 

本研究では、高齢者にやさしい病院（Age-friendly Hospital：AFH）の実現に向け、文

献レビューによるコンセプト整理、院内環境の課題把握とフロアガイドの作成、接遇研修

の効果検証、案内ロボットの実証を行った。 

文献レビューおよび質的統合の結果、AFH の構成要素として 10 のドメインと 61 の下位
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項目が抽出され、さらに 6 つの共通ドメインと 4 つの限定ドメインに整理された。これに

より、AFH は施設設計や案内表示等の物理的環境の整備にとどまらず、病院方針、職員教

育、多職種協働、院内運用、評価・介入、地域移行支援を含む包括的な取り組みであるこ

とが示された。今後は、各ドメインに対応する具体的な評価項目を作成し、現状把握、優

先課題の設定、改善、効果検証に活用できる枠組みへ発展させる必要がある。 

院内環境に関する調査では、多くの職員が道迷い者への対応を経験しており、新旧棟の

連絡部、エレベーター周辺、売店周辺等、構造が複雑で経路を判断しにくい場所で道迷い

が生じやすいことが示唆された。また、道迷い者への対応は職員の業務負担にも影響して

いた。利用者からの投書では、受付付近の混雑や階段の手すり不足等、案内表示のみでは

解決できない課題も抽出された。AFH の実現に向けては、案内表示、移動動線、安全設備、

受付周辺の環境等を含め、利用者の視点から院内環境を継続的に見直す必要がある。 

これらの結果を踏まえて作成したフロアガイドは、視認性、可読性、理解性、利便性に

ついて、おおむね肯定的に評価された。一方、理解性は他の項目と比較して肯定的評価が

低く、特に高齢者や付き添い者にとって、地図上の情報から実際の移動経路を判断するこ

とには難しさが残る可能性が示された。今後は、文字サイズや配色、情報量、ピクトグラ

ム、現在地表示、経路の単純化等を検討するとともに、フロアガイドと院内表示を連動さ

せることが重要である。 

接遇研修では、視覚、聴力、認知機能の低下に配慮した対応について、多くの受講者が

実際の場面で実践していることが確認された。また、内容を改善した体験型研修では、研

修後の自己効力感が向上し、わかりやすさ、有用性、満足度について高い評価が得られた。

体験学習を取り入れた研修は、高齢者や認知症の人への理解を深め、日常業務における行

動変容を促す可能性がある。今後は、精神行動症状への対応や、具体的な場面を想定した

演習を充実させ、職種や部門の特性に応じた研修へ発展させる必要がある。 

案内ロボットの実証では、安全性に配慮した運用のもと、ロボットによる案内業務の実

施可能性が確認された。来院者からは、待ち時間の体感短縮や再来院意欲の向上について

肯定的な評価が得られ、病院内における案内やコミュニケーションの支援手段として活用

できる可能性が示された。一方、高齢者と付き添い者では適切な移動速度が異なることや、

画面の見やすさ、操作性、ロボットの大きさ等に改善の余地が認められた。また、職員の

負担軽減効果や、複数台を運用する際の費用対効果については、今後さらに検証する必要

がある。 

本研究の結果から、AFH の推進には、施設や設備等のハード面と、接遇、情報提供、院

内運用、教育、多職種連携等のソフト面を相互に関連づけて改善することが重要であると

考えられた。比較的着手しやすい案内表示、説明資料、フロアガイド、接遇研修等の改善

を進めるとともに、中長期的には施設改修、ユニバーサルデザイン、新たな技術の導入等

も検討する必要がある。 

なお、本研究では、各取り組みの対象者数や評価方法が限定されており、自己報告に基
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づく評価も含まれている。今後は、患者、家族、付き添い者、職員等の多様な視点を取り

入れ、行動観察や利用者満足度、業務負担等を含む客観的な指標を用いて、改善効果を継

続的に検証する必要がある。 

以上より、本研究では、NCGG 版 AFH の基本的な枠組みを整理するとともに、院内環

境、接遇、案内支援に関する具体的な改善策の実装可能性を示した。今後は、課題の把握、

優先順位の設定、改善策の実施、効果検証からなる PDCA サイクルを構築し、当センター

における AFH の推進に加え、他の医療機関や地域社会における高齢者・認知症フレンドリ

ーな環境整備に活用できる形へ発展させることが望まれる。 

 

Ｅ．健康危険情報 

なし 
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